
KM12DC50 駆動部(50Hz)
KM12DC60 駆動部(60Hz)
KM12MC 　中間接続部(2m)
KM12SC 　中間接続部(1.5m)
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KM12





KM12



駆動部 KM12DC1 と中間接続部 KM12MC、SC との組付け

中間取入口装置の取付け(オプション)

組立てと取付け

籾の取り出しかた

2　Ｖベルトの点検・調整のしかた





型式名

機体番号



KM12D1 KM12M KM12S

2476 2080 1580

230 185 185

591 248 248

１１，０００～１２，０００ｋｇ／ｈ

９，０００～１０，０００ｋｇ／ｈ

機体重量(kg) 52 28 21

セット型式

KM12DC60

KM12DC50

部品箱/周波数

KM12DC2/50Hz

KM12DC3/60Hz

モータープーリー

A-3.0(φ19)

A-2.5(φ19)

従動プーリー

A-5.0(φ17)

Ｖベルト

A-32

A-31

KM12DC1 KM12MC KM12SC



アース線

(5m)

モーターコード

(3P15Aオン)

DC,MC

DC,MC

DC,MC

DC,MC
KM12MC

MC,SC

KM12SC

KM12DC1



⑤

⑦

6

7

6 防護カバーは必ず装着

3 2

⑥

7

6

5





KM12DC50(50Hz)→KM12DC1&KM12DC2
KM12DC60(60Hz)→KM12DC1&KM12DC3
KM12MC
KM12SC

KM12DC1　駆動部

KM12MC　中間接続部 ターンバックル-1本

KM12SC　中間接続部 ターンバックル-1本

スライドシャッター-1個

　　（籾摺機用）

入口筒-1個 ターンバックル-2本 手元スイッチ-1個

電源延長コード-1本Vベルト-1本

プーリーカバー-1個出口筒-1個

モーター-1個

ノブボルト-1個

（籾摺機用）

KM12DC2部品箱(50Hz)
KM12DC3部品箱(60Hz)

 プーリー
50Hz A-3.0
60Hz A-2.5

 Vベルト
50Hz A-32
60Hz A-31※籾摺機等で流量を

　調整するときに
　使用します。



①　ＫＭ１２ＤＣ１、ＭＣ、ＳＣに吊り金具をＭ６ボルトにて取付けてください。

②　ＫＭ１２ＤＣ１のラセン接続軸にＫＭ１２ＭＣ、ＳＣのラセン接続ボスを差し込み、

　　本体フランジを合わせてＭ１０ボルト、ナットにて固定してください。

　　（注）　本体組付け後、ラセンが軽く回ることを確認してください。

　　　　　　本体上板の切欠きが両端にあることを確認してください。

２　ＫＭ１２ＤＣ１とＫＭ１２ＭＣ、ＳＣとの組付け

切欠き

KM12DC1

KM12MC（SC)



●　出口ケースを最後尾にＭ１０ボルト、ナットにて取付けてください。

●　入口筒を上方向より差し込み、下方向より入口止板を左右各１個入れＭ６ボルトにて固定してください。

③出口筒及び入口筒の取付け

④モーター及びプーリーカバーの取付け

●　モータベースをＫＭ１２ＤＣ１本体のモータ取付板に入口筒から出口筒側に向かって載せてください。

●　モータベースをＭ８ボルトにて固定してください。

●　Ｖベルトをプーリーにかけてください。

●　プーリーカバーをＭ６ボルトにて固定してください。

(注)　入口筒の向きはノブボルト穴が
　　　出口側に向くようにしてください。

スライドシャッター　ノブボルト
(注)　通常は使用しません。

※　籾摺機等使用する場合は流量調節用にスライドシャッターを使用します。
　　スライドシャッターをスライドさせ開口部の大きさを調節したら
　　ノブボルトで固定してください。



ときは、

ターンバックル

ロープモーター

出口筒





中間取入口装置の取付けは、取付け位置を決め、本体を地面に置いて行ってください。

高所に吊下げた状態での作業は、傷害事故をまねきます。

中間取入口装置を入口止板とＭ６ボルトにて固定します。

Ｍ６ボルトを締め付け過ぎないように注意してください。

中間取入口装置をＫＭ１２ＤＣ１（ＭＣ）とＫＭ１２ＭＣ（ＳＣ）との接続部に取付ける場合は

必ず出口側に取付けてください。

Ｍ６ボルトと本体上板11を外し、乾燥機出口と合う位置に中間取入口装置を取付け

他の本体上板をＭ６ボルトにて固定します。

③　籾摺機等使用する場合は流量調節用にスライドシャッターを使用します。

　　スライドシャッターをスライドさせ開口部の大きさを調節したら

　　ノブボルトで固定してください。

籾摺機等使用時



アース線

アース線は必ず接地させてください。



この大型搬送機(ラセンコンベアー)は三相２００Ｖ仕様です。

とき



本体底板を固定しているＭ６ナットをゆるめて、本体底板を開けば残留籾の処理が

簡単にできます。

ケガ

出口側

行



点検作業は、必ずモーターを確実に停止させ回転部が完全に止まってから

２　　Ｖベルトの点検・調整のしかた

①　搬送量が減少した場合

②　Ｖベルトの調整

Ｍ８固定ナットをゆるめてＭ８テンションナットを回して

テンションボルトを引きテンションプーリーが

Ｖベルトにしっかりテンションを掛けていることを

確認してＭ８固定ナットを固定してください。

Ｖベルトが伸びていないか、摩耗していないか確認してください。

摩耗が激しいときは、Ｖベルトの交換が必要です。



）

開け

。

とき

できな
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